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論　文　内　容　の　要　旨

情報技術や Social Networking Service（SNS）の発展により，誰もがいつでも情報にアクセスできる

ユビキタスな環境が実現されつつある．しかし，オンライン上には真偽が不確かな情報も存在する．

また，近年ではフェイクニュースのように故意に拡散される虚偽の情報も増えている．個人のリテラ

シーに頼って解決することは困難な状況であると言える．技術的に流言を見抜く新たな方法論が必要

である．

流言の研究は，かつて心理学や社会学の分野で盛んに研究されてきたが近年では情報科学，計算機

科学の分野においても盛り上がりを見せている．しかし，例えドメインが変わろうとも流言の問題が

コミュニケーションの問題であることは変わらない．ベースとなる心理学や社会学の知見を理解した

上で技術に落とし込むことが重要である．

本研究では，World Wide Web（WWW）や SNS などのオンライン上で発信される情報の信憑性を評

価するために，情報の客観性を定量的に導き出す方法を提案する．情報の信憑性評価技術は自然言語

処理や機械学習を用いる方法が中心であるが，本方式では外部の情報源の統合による信憑性評価を行

う．特定の情報を単純に真か偽に分類することは困難である．そのためターゲットとなる情報を外部

の信頼性の高い情報源（プライマリ情報）やセンサデータと比較しどれだけ客観的であるかという観

点から評価する方法が効果的だと考える．つまり集合知を用いて流言を見抜くという方法である．本

方式では，自然言語処理を用いた信頼性の高い情報源とのマッチングに加え，センサデータを用いて

現実のイベント情報を統合することによる客観性の導出を行う．本方式は２つのフェーズからなる．

第一に自然言語処理によるプライマリ情報とのマッチングを行うフェーズである．第二に特定の単語
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をトリガに適切なセンサを選択し観測データと時空間情報とのマッチングを行うフェーズである．最

終的にこれらの二つの値を統合しターゲット情報の客観性を導出する．本論文では，自然言語処理と

センサデータの統合による客観性の導出による信憑性評価のモデルを示す．また，実験により本方式

の実現可能性と具体的な使用方法，有効性を示す．

本研究は汎用的な信憑性評価モデルに加え，信憑性評価に特価したシステム評価モデル，プライマ

リ情報とのマッチングのための新たなデータ構造，センサとのマッチング方式という３つの方式から

構成される．

論　文　審　査　結　果　の　要　旨　　　

本論文は，複数のデータを統合することにより信憑性評価を行う方法について，学際的な立場から

課題を設定し，情報学的な立場から解決する方法を示した研究について述べたものである．６章か

ら構成されており，合計 57 ページ，英文で記述されている．主要な３種類の方式から成り，さらに，

それらを評価する方法の合計４種類の部分から成り，それぞれが国際会議および国際論文誌に発表さ

れている．

以下にグローバル・メディア専攻の博士学位論文審査基準を適用し，審査した結果を述べる．

第一に「①問題の所在が明確に示されているか」については，第１章において問題が明確にされて

いる．信憑性については，情報学，心理学，社会学，ジャーナリズムなど，複数の学術分野で長く研

究されており，それらの総括がされており，かつ，信憑性を自動的に計測する方法の重要性が示され

ている．

さらに「②先行研究の検討は十分になされているか．博士論文との関連性は妥当か．（既存成果と

の関連妥当性）」についても，第１章において，約 100 件の先行研究を参照し，独自の分類によって

それらを集約し，この論文で述べている方式との位置づけを明らかにしている．

「③仮説等の設定は的確か．データの収集の方法は的確で信頼がおけるか．（方法論上の適格性，デー

タの信頼性）」については，第２章～第５章までのそれぞれの各論（４種類の部分）において，仮説

を示し，実際のデータを利用し，さらに，自らプログラミングしたシステムによってそれらのデータ

を処理し，実現可能性および有効性を示しているため，一定の信頼性がおける．

また「④叙述は論理的かつ綿密になされているか．論文としての形式に適っているか．（叙述の適

格性）」についても基準を満たしている．第１章は問題設定について独自の論理展開がされており，

第２章～第５章においても，各論について既発表論文に基づき記述されており，第６章においてはそ

れらを総括する記述がされている．

さらに「⑤学位論文として創意工夫があるか．独創性があるか．（独創性）」について，すでに査読

付きの国際会議発表論文が４件あること（うち３件は国際学術論文誌掲載），また，国内の口頭発表

も複数あることから，独創性があると判断できる．

「⑥グローバル性・学際性が確保されているか．」については，すでに国際会議，国際論文誌で発表
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している論文があることから，十分であると判断できる．

最後に「⑦高度専門職業人として理論と実践の相互関係に配意されているか．」についても，信憑

性の評価および計測という，実用性の高い情報システムの基本的な方法論を提案していることから，

理論と実践を両立している．

また，申請者が筆頭著者となっている１件の国際会議発表論文（査読付き），および，３件の国際

学術論文誌掲載論文（この３件は３件の査読付きの国際会議発表後に原稿が採録されたもの）が発表

されていること，および，博士論文自体も英語で記述されていること，および，口頭試問における質

疑応答から，英語力が十分にあると判断した．

以上，グローバル・メディア専攻の博士学位論文の審査基準を満足していること，および，国内外

の学会で査読に通った論文を合計４本発表していることから，主査と全ての副査は本論文が博士（メ

ディア学）の学位を授与するに値するものであると判断した．


